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若
手
が
活
躍　

能
登
の
移
動
販
売

行商鑑札。大正当時

初代が行っていた証

イベントで移動鍛冶を行っ

た時の商品。イベントでは

会場で刃物を研ぐサービス

も行う。普段の移動販売車

では製品約 100 点と食料品

約 30 点を揃える

暮
ら
し
を
支
え
幸
せ
を
届
け
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
流
し
な
が
ら
町
内
を
巡

る
赤
い
一
台
の
ト
ラ
ッ
ク
。
今
年
で

創
業
１
１
０
年
目
を
迎
え
た
宇
出
津
の
鍛
冶

屋
「
ふ
く
べ
鍛
冶
」
の
四
代
目
、
干
場
健
太

朗
さ
ん
の
販
売
車
に
よ
る
「
移
動
鍛
冶
」
で

す
。

　

干
場
さ
ん
は
漁
具
や
農
具
を
作
り
、
修
理

を
し
て
い
る
「
野
鍛
冶
」
で
す
。
移
動
鍛
冶

を
始
め
た
の
は
２
０
１
５
年
の
４
月
で
す
。

鍛
冶
屋
を
継
ぐ
決
心
を
し
て
、
勤
務
し
て
い

た
能
登
町
役
場
を
退
職
。
父
・
勝
治
さ
ん
に

弟
子
入
り
し
て
店
頭
に
立
つ
な
か
で
、
重
い

「ふくべ鍛冶」四代目  
干場健太朗さん

1980 年、能登町生まれ。大学では経営学

を専攻し能登町役場で勤務。2015 年退職

し「ふくべ鍛冶」を継ぎ現在に至る。宇

出津で父、妻、子 2 人の家族 5 人で暮らす。

鍬
な
ど
の
道
具
を
持
ち
、
バ
ス
に
乗
っ
て

苦
労
を
し
な
が
ら
修
理
に
来
る
、
多
く
の

お
年
寄
り
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。「
こ
れ
は
大
変
だ
、
何
と
か
で
き
な

い
か
」
と
い
う
危
機
感
を
覚
え
、「
お
客

さ
ん
に
来
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
自
分

が
回
っ
て
い
く
ほ
う
が
、
移
動
手
段
が
限

ら
れ
た
人
に
と
っ
て
良
い
の
で
は
な
い

か
」
と
考
え
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
「
実
は
初
代
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と

健
太
朗
さ
ん
は
店
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
大
正
時
代
、
初
代
店
主

も
馬
車
に
鍛
冶
道
具
や
商
品
を
積
み
、
集

落
を
回
り
な
が
ら
修
理･

販
売
を
し
て
い

て
、
遠
く
は
輪
島
ま
で
回
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
移
動
販
売
は
自
動
車
の
普
及
な
ど

で
二
代
目
が
引
き
継
い
だ
と
き
に
休
止
。

専
用
の
車
も
な
く
、
販
売
ル
ー
ト
も
白
紙

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
集
落
を

巡
っ
て
き
た
店
の
歴
史
が
移
動
鍛
冶
を
再

開
す
る
四
代
目
の
背
中
を
押
し
ま
し
た
。

　

移
動
鍛
冶
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
に
内

浦
地
区
を
、
金
曜
日
に
能
都
と
柳
田
地
区

を
定
期
的
に
巡
回
し
ま
す
。
地
区
の
拠

点
、
集
会
所
や
公
民
館
な
ど
を
回
っ
て
い

ま
す
。
個
人
宅
に
訪
問
す
る
の
は
、
個
別

に
要
望
が
あ
っ
た
と
き
の
み
と
し
て
い
ま

す
。「
私
が
拠
点
に
行
く
こ
と
で
家
か
ら

出
て
、
近
所
の
人
と
話
す
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」
と
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が

多
く
の
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
「
弁
当
や
鳥
の
照
り
焼
き
を
売
っ
て
欲

し
い
な
ど
、
リ
ク
エ
ス
ト
が
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
」。
鍛
冶
屋
の
商
品
だ
け
で
な

く
刺
身
や
お
惣
菜
、
お
菓
子
な
ど
も
届
け

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ふ
く
べ
鍛
冶

の
移
動
販
売
で
は
、
普
段
の
買
い
物
に
困

る
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い

て
、
重
い
米
や
箱
に
入
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
な
ど
を
届
け
た
こ
と
も
。「
依
頼

さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
の
で
、
要
望
に
で

き
る
だ
け
応
え
た
い
」
と
、
笑
顔
で
干
場

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

町
の
工
場
や
店
舗
に
も
移
動
販
売
車
で

駆
け
つ
け
プ
ロ
の
現
場
を
支
え
て
い
ま
す
。
工
場

な
ど
で
使
う
道
具
や
刃
物
は
精
度
や
強
度
が
要
求

さ
れ
、
使
用
頻
度
の
高
さ
か
ら
磨
耗
も
激
し
く
、

換
え
の
効
か
な
い
物
も
多
い
た
め
現
場
で
の
修
理

に
は
大
き
な
需
要
が
あ
り
ま
す
。
修
理
中
に
聞
い

た
悩
み
を
ヒ
ン
ト
に
使
い
や
す
い
道
具
を
研
究
し

商
品
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
移
動
鍛
冶
は
「
最
前

線
の
研
究
室
」と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

移
動
販
売
車
は
雪
に
弱
く
12
月
か
ら
3
月
に
か

け
て
は
移
動
鍛
冶
は
休
止
に
。「
冬
こ
そ
困
る
人

が
多
く
な
る
の
に
」
と
自
然
の
力
の
大
き
さ
に
悔

し
さ
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

健
太
朗
さ
ん
が
信
念
、
そ
し
て
自
身
の
役

割
と
し
て
い
る
こ

と
は
「
困
っ
た
を

良
か
っ
た
に
す
る
」

こ
と
。
移
動
鍛
冶

で
道
具
そ
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
そ

の
道
具
と
共
に
生

き
る
人
々
の
生
活

を
支
え
ま
す
。

拠点で行われている販売。お年寄りからは「週一回

しか無かった買い物の機会が増えて嬉しい」との声

三代目の勝治さん（左）の技術を継承する四
代目。どんな道具でも直せるのは野鍛冶だけ

「
困
っ
た
」
を
「
良
か
っ
た
」
に

移
動
鍛
冶
で
人
と
人
を
つ
な
ぐ

鮮魚を届けるため里山をいく（鴨川地内）

農具と漁具の修理のため、舟屋の里を進む（内浦長尾地内）

山
あ
い
の
地
区
に
明
る
い

音
楽
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
移
動
販
売
車
が
来
た
合

図
で
す
。
音
楽
が
止
ま
る
と
ち

ら
ほ
ら
と
お
年
寄
り
の
姿
が
見

え
、
若
い
店
主
と
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
笑
顔
で
買
い
物
を

し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
風
景
が
能
登
町
で
頻

繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
買
い
物
に
困
る
お
年
寄

り
、
い
わ
ゆ
る
買
い
物
弱
者
の

元
を
訪
れ
る
若
い
店
主
た
ち
の

奮
闘
を
追
い
ま
し
た
。
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宇
出
津
の
鮮
魚
店
そ
ば
に
停
め
ら
れ

た
行
商
用
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
商
品

を
並
べ
る
若
い
男
性
。
明
治
45
年
創
業
の

「
し
た
ひ
ら
鮮
魚
店
」
の
四
代
目
、
下
平

真
澄
さ
ん
で
す
。

　
「
買
い
物
に
行
け
な
い
お
年
寄
り
な

ど
新
鮮
な
魚
を
食
べ
ら
れ
な
い
人
に
も

美
味
し
い
魚
を
食
べ
て
欲
し
い
」
と
、

２
０
１
5
年
に
移
動
販
売
を
始
め

ま
し
た
。
能
登
町
の
山
間
部
を
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
５

日
、
一
軒
一
軒
回
っ
て
い
ま
す
。

「
繊
細
な
温
度
管
理
が
必
要
な
商

品
で
あ
る
魚
を
新
鮮
な
ま
ま
食
卓

へ
」
と
い
う
下
平
さ
ん
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

荷
台
に
は
刺
身
や
切
り
身
、
自

家
製
の
フ
ラ
イ
や
焼
き
魚
な
ど
約

「したひら鮮魚店」四代目  

下平真澄さん

1987 年、能登町生まれ。大学では経済

学を専攻し、富山県の食品加工工場勤務

を経て U ターン。後を継ぎ現在に至る。

宇出津で妻子と家族 3 人で暮らす。

店で丁寧に調理される焼き魚。調理した

魚は手間がかからず人気

今朝とれた魚の顔ぶれを眺めな

がら買うのも楽しみの一つ

刺身や下処理をした魚。温度管理ができる陳列

棚を導入している。

１
０
０
点
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
す
。
意

識
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
行
商
に
行
く
お

客
さ
ん
の
多
く
は
買
い
物
に
困
る
お
年
寄
り

や
少
人
数
の
家
が
多
い
こ
と
。
従
来
の
移
動

販
売
の
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
に
魚
を
一
本
で
売

る
の
で
は
な
く
、
下
処
理
を
し
て
パ
ッ
ク
に

詰
め
た
、
調
理
の
手
間
が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら

な
い
商
品
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
に
魚
屋
さ
ん
だ
、
と
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
ん
で
す
」
と
徐
々
に
移
動

販
売
の
活
動
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
喜

び
で
す
。
力
を
入
れ
て
い
る
下
処
理
済
み
の

魚
な
ど
、
手
軽
に
調
理
で
き
る
商
品
は
、
お

年
寄
り
の
み
な
ら
ず
、
子
育
て
世
代
な
ど
の

若
い
世
代
に
も
広
が
り
を
見
せ
始
め
、
新
た

な
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
目
標
は
一
週
間
の
食
卓
に
何
度
も
魚
が

並
ぶ
生
活
」
と
話
す
下
平
さ
ん
、
熱
い
想
い

を
胸
に
今
日
も
移
動
販
売
車
を
走
ら
せ
ま
す
。

そ
の
日
採
れ
た
魚
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
発
信

店内で行っている魚の加工。午前

中に移動販売の準備を行う

移
動
店
舗
車
「
く
り
ん
」
号
導
入

　

10
月
17
日
、
宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
で
、
興
能
信

用
金
庫
の
移
動
店
舗
車
こ
う
の
う
「
く
り
ん
」
号
の
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
り
ん
号
は
、
能
登
の
方
言

「
来
る
」
が
由
来
で
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。窓
口
サ
ー
ビ
ス
業
務
が
行
え
る
ほ
か
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
備
え
た
車
両
で
す
。

　

式
で
は
持
木
町
長
、
興
能
信
用
金
庫
の
薮
下
常
務
理

事
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、
店
舗
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
不

便
が
生
じ
る
奥
能
登
2
市
2
町
の
利
用
者
の
利
便
性
向

上
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

金融機関と連携し、町内で創業する新規事業
者や既存事業の継承者を支援する制度です

問ふるさと振興課☎ 62-8532

支
援
制
度
の
ご
案
内

助成制度
能登町創業 ･ 継承支援事業補助金

相談窓口 能登町ふるさと振興課
　町での起業に関する窓口。各種助
成もこちらで相談を受け付けます。
☎ 62-8532

石川県産業創出支援機構（ISICO）
　起業や新分野進出の支援をはじめ経営、技術、情
報化など幅広い企業の問題解決をサポートします。
☎ 076-267-1001

次
代
を
担
う
鮮
魚
行
商
人

食
卓
を
豊
か
に
、
心
も
豊
か
に

信
用
金
庫
の
窓
口
も
や
っ
て
く
る

テープカットを

行い出発を祝う

支店窓口業務を行える

現金自動預払機 (ATM) を完備

能登町

申請者

金融機関連絡・調整

補助金 融資・サポート

借入れ補助金申請

助成条件
　①新事業所等の開設に必要となる
資金に充てるため、町内の金融機関
から融資を受けること
　②町に住所を有している人で、か
つ、生活の実態があること（見込み
の者を含む）

補助金額
　①「新事業所等の開設、拡充や拡大等に要
する経費の 1/2 に相当する額」または「融資
額」のいずれか少ない金額、最大 300 万円
　②対象融資の利息の 1/2 に相当する額、　
最大 10 万円

（利息補助期間は 3 年間、最大 30 万円）

あ
な
た
の
力
が
地
域
の
課
題
解
決
に

町
は
、
新
た
に
頑
張
る
方
を
応
援
し
ま
す



【保健衛生】
舛谷一宏さん（70）＝松波

　升谷さんは、昭和 57 年に父の後を継ぎ升谷医院院長となって以来、永年
にわたって地域のかかりつけ医として毎日の診療や往診を積極的にこなし、
地域の方々との信頼関係を構築されました。内浦訪問看護ステーション開設
時には、地域の開業医のまとめ役として訪問介護の必要性を説き、利用促進
を図る等、地域医療の発展に尽力されました。
　町の保険事業でも、幼児健診、予防接種や健康教育の講師等も積極的に協
力いただき、福祉分野では内浦町社会福祉協議会会長、同介護保険運営協議
会会長などを歴任。校医としても永く務められ、企業の産業医としても活躍。
医療に留まらず、福祉・介護・教育・産業の多方面にわたる貢献は多大です。

【産業・自治】
山本一朗さん（享年 68）＝宇出津山分

　故  山本一朗さんは、平成元年 10 月から 15 年 4 ヶ月間旧能都町観光協会
長を、合併後能登町観光協会長を平成 25 年 4 月からの 3 年間務められ、通
算 18 年 4 ヶ月間の永きにわたり、町の観光振興に尽力されました。
　特に、地域の特産品の開発、観光 PR 活動やイベントの企画立案、運営等
に積極的に携わり、交流人口拡大を目指す町の観光客誘致に多大な功績を遺
されました。
　平成 8 年 3 月に旧能都町議会議員に当選。能登町議会議員を平成 22 年 10
月に勇退されるまで通算 4 期 14 年 8 ヶ月間という永きにわたり、豊富な経
験と卓越なる識見をもって、地方自治の発展に貢献されました。

【産業】
中本安昭さん（80）＝鮭尾

　中本さんは、平成 8 年に宮地・鮭尾地区の有志に呼びかけ、「春蘭の里実
行委員会」を結成し会長に就任。以降 21 年にわたり、会員をまとめ、牽引
し続けています。若者の回帰と集落存続のために取り組んだ農家民宿は約
50 軒にまで増え、県内では最大の農家民宿群を形成しています。
　現在 300 人規模の修学旅行も受け入れが可能となり、地域の活性化や定住・
交流人口拡大に多大な影響を与えています。地区や町への貢献は計り知れず、
取り組みは、地域再生のモデルとして全国から注目されています。
　里山に自生する山菜や花、キノコなどを紹介する刊行物の監修を行うなど、
森林環境に造詣が深く、自然体験プログラム等で子ども達に森づくりの大切
さを伝える活動も行っており、その功績は町民の規範となるものです。

　11 月 3 日、能登町が行う表彰の中で最高位に
位置づけられる「能登町顕彰条例に基づく表彰」
が役場能都庁舎でありました。保健衛生、産業・
自治、産業の各分野で活躍し、長年にわたり町
の発展に力を注いだ 3 人が表彰を受けました。

【瑞宝双光章】
山田　和さん（73）＝波並

　「真脇遺跡を発見し、全国的にも貴重な町の歴史遺産の調査・保護に携わ
れたのが幸せ」と振り返った山田さん。発掘調査が開始された昭和 57 年か
ら調査団の調査主任として手腕を振るわれ、平成元年の国史跡指定、平成 3
年の出土品国重要文化財指定に貢献するなど、発見から調査・国史跡の指定
まで一貫して尽力しました。
　平成 17 年 3 月に能登青翔高校の教頭として定年で退職するまでの 38 年
間、教員として教育・青少年の育成に努めました。職務の傍ら昭和 50 年よ
り旧能都町、能登町文化財保護審議会委員、平成 19 年からは同審議会長を
務めるなど、長年にわたって地域の文化財の保護・普及活動に貢献しました。

【瑞宝単光章】
瀧平  武さん（72）＝小間生

　昭和 44 年 1 月に柳田村消防団団員として拝命以来、平成 21 年 3 月までの
40 年以上の長きにわたり常に消防人としての職責の重大さを自覚し、積極的
に任務の遂行にあたりました。平成 14 年 1 月より旧柳田村分団長、能登町消
防団分団長として、平成 19 年 4 月からは能登町消防団副団長に昇進し、災害
現場においては適切な状況判断による指揮統率で被害の軽減に努めました。
　「若手が大切、育って地域の防災を担う姿が嬉しかった」と笑顔で話す瀧
平さん。豊富な経験と卓越した行動力を持って、特に団員の育成指導や防火
思想の推進に尽力しました。　

【藍綬褒章】
石田正榮さん（82）＝鵜川

　「間違ったことが大嫌い」と話す石田さん。この信念のもと現在まで 44 年
間防犯活動に取り組み、鵜川地区防犯委員長や能登町地域安全推進委員会総
代を務めるなど地域の安全を守り続けてきました。活動は不審者がいないか、
児童の見守り活動やお年寄りへの声かけ活動にとどまらず、悪質な訪問販売
への注意を呼びかける看板を設置するなど、予防・啓発活動にも尽力しました。
　「入学から卒業まで見ていると我が子のように思えてくる、子どもと交わ
す毎日の挨拶で私も元気をもらった」と、長年にわたる活動は子どもたちの
成長と笑顔がなによりの支えだったと振り返りました。

　平成 29 年秋の叙勲、褒章が発表されました。
能登町からは文化、消防、防犯の各分野で、そ
の進展に尽くしてきた 3 人が栄えある受章とな
りました。受章した皆さんの功績を紹介します。
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